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令和元年８月２７日（火）発行

オバマ前米大統領のメッセージより
８月６日・９日は、広島と長崎に原爆が落とされて、たくさんの犠牲者が出

た日です。２０１６年（平成２８年）５月、Ｇ７伊勢志摩サミットが開催され

ました。その折、アメリカの大統領だったバラク･オバマ氏が広島を訪れて、

メッセージを残しました。「７１年前の快晴の朝、空から死が降ってきて、世

界は変わってしまった。閃光と火の塊（かたまり）が破壊し、人類が自ら滅ぼ

す手段を手にしたことを見せつけた」から始まり、「世界はここで一変した。

しかし今日、この街の子どもたちは、平和な日々を歩むだろう。それはなんと

貴重なことか。それは守るに値することで、全ての子どもたちへ広げていく価

値がある。それは我々が選択できる未来だ。広島と長崎は、核戦争の夜明けと

してではなく、我々の道義的な目覚めの始まりとして知られなければならない」

と結ばれています。日常の平和は、与えられるものではなく私たちが築いてい

くものであるということを改めて教えてくれています。

このメッセージの中で「おそらく何より、我々は人類の一員としての互いの

つながりを考え直さねばならない。これが、我々の（人間としての）種を他に

ないものにしている。我々は過去の誤りを繰り返すように遺伝子に組み込まれ

ているわけではない。我々は学ぶことができる。我々は選択することができる。

我々は子どもたちに異なる物語を伝えることができる」と人と人とのつながり

の重要性や学ぶこと、そして正しい選択をしていくことの大切さが述べられて

います。

オバマ前大統領のメッセージは、世界を見据えたお話ですが、実現に向けて

みなさんは、「自分たちの学校は自分たちで先生方の力を借りながらよりよく

していこう」と取組むことだと思います。この２学期、先ずはよりよい自分、

よりよい学級、よりよい学校をみんなが目指していきましょう。

ひ とつにみんなでまとまろう！ あ いさつができる子

が くりょくと体力をのばそう！ い っしょうけんめい勉強する子

し っかりせいかつしよう！ う んどうが好きな子

な かよく友だちとすごそう！ え がおでやさしい子

ら んらん夢に向かう東奈良っ子！ お そうじをがんばる子

平和への誓い ～令和元年度の全文です！～

被爆５０周年（平成７年）の平和記念式典では、広島市長の平和宣言に続い

て、初めてこどもの代表が「平和への誓い」を述べました。これは、「こども

平和のつどい」で世界のこどもたちが話し合った結果を平和への決意として述

べたもので、翌年以降もこの成果を引き継ぐ「こどもピースサミット」を開催

し、「平和への誓い」を発信しています。ネットで検索すると過去の誓いが全

て出てきます。

「こども平和のつどい」は、未来を担うこどもたちが平和への努力を行うた

めに、平成７年７月末から８／６まで広島市で開催されました。世界１２の国

・地域の１５都市から、１９４人の小学校５・６年生が参加しました。


